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北
海
道
大
学
の
今
を
伝
え
る

Litterae Populi

 『リテラポプリ』は、北海道大学の“今”を
伝える広報誌として、年２回発行します。
題名の“Litterae Populi”はラテン語で   
 「ポプラの手紙」を意味します。
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札
幌
農
学
校
開
校
か
ら
の
長
い
歴
史

を
も
つ
北
海
道
大
学
︒
先
人
達
の
建
学

の
精
神
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
︑
現
代

に
お
い
て
も
な
お
︑
後
進
を
導
く
鋭
い

光
を
放
っ
て
い
る
︒

　
特
集
で
は
︑﹁
放
つ
﹂
を
テ
ー
マ
に
︑

３
つ
の
事
柄
を
お
伝
え
す
る
︒

放
つ
。

特
集
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今、大学は企業と大きくタッグを組んで

新しいコト・モノを生み出すだけではなく、

研究成果の社会実装を進めている。

ゴールミッションを共有し、

新たなイノベーションを創り出す。
産業創出／グローバルファシリティセンター

フード＆メディカルイノベーション国際拠点
には、9社にも及ぶ企業や機関が集っている。
「アンダーワンルーフ」の言葉通り、共同研
究を行う本学と企業、それぞれの研究室が
同じフロアで研究を行い、連携して社会の
課題解決に取り組んでいる。

社 会 を 変  え る 推 進 力 。
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造
を
変
え
て
い
く
試
み
だ
。
資
金
規
模

も
大
き
く
、
個
人
型
共
同
研
究
の
10
〜

1
0
0
倍
の
研
究
費
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

北
大
の
取
り
組
み
。

　
何
か
も
の
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
産

業
界
だ
け
で
で
き
る
。
そ
こ
に
大
学
が

絡
む
こ
と
で
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

大
学
が
も
っ
て
い
る
機
能
の
一
つ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
研
究
成
果
を
社
会
に
落
と

し
込
み
、
社
会
が
ど
う
変
わ
り
得
る
か

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
と
し

て
、
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
『
食
と

健
康
の
達
人
』
拠
点
の
取
り
組
み
が
あ

げ
ら
れ
る
。『
食
と
健
康
の
達
人
』
拠

点
は
、
岩
見
沢
市
で
研
究
成
果
の
社
会

実
装
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
で
母
子
の
健
康
状
態
を
記
録

す
る
。
そ
の
ア
プ
リ
を
介
し
て
知
り
合

い
の
保
健
師
に
悩
み
相
談
が
で
き
る
。

更
に
岩
見
沢
市
の
中
に
作
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
自
分
に
あ
っ
た
食
・
運
動
を

実
行
す
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
そ
の

知
識
を
実
生
活
に
役
立
て
る
よ
う
、
新

た
な
展
開
が
生
ま
れ
る
。
市
民
が
自
分

の
健
康
状
態
を
知
る
こ
と
で
、
自
ら
課

題
に
気
づ
き
、
行
動
を
起
こ
し
始
め

て
い
る
の
だ
。
社
会
に
対
し
て
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
を
作
り
だ
す
こ
と

は
、
大
学
が
も
つ
大
き
な
力
で
あ
る
。

　
組
織
型
共
同
研
究
を
行
う
に
あ
た
っ

て
、
本
学
で
は
産
学
・
地
域
協
働
推
進

機
構
を
た
ち
あ
げ
た
。
個
人
型
共
同
研

究
は
部
局
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ル
に

基
づ
い
て
契
約
し
て
い
る
が
、
企
業
側

か
ら
は
煩
雑
で
わ
か
り
に
く
い
。
組
織

型
共
同
研
究
で
は
産
学
・
地
域
協
働
推

進
機
構
が
契
約
の
窓
口
と
な
り
、
ル
ー

ル
も
一
本
化
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
明
快
で
、企
業
か
ら
も
評
判
が
よ
い
。

産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
は
、
本
学

の
研
究
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
組
織
型
共
同
研
究
を
行
う
な

か
で
、
本
学
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
も

の
の
一
つ
に
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
あ
る
。
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
と
は
、
本
学
と
企
業
が
対

等
な
関
係
と
な
っ
て
共
に
研
究
を
進
め

る
ス
タ
ン
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を

進
め
る
た
め
に
は
、
本
学
と
企
業
が
ど

れ
ほ
ど
コ
ン
セ
プ
ト
を
共
有
で
き
る
の

か
が
重
要
に
な
る
。
ま
た
、
総
合
的
な

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
ト
ッ
プ
同
士
が
手
を
握
り
、
事

業
を
進
め
て
い
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
を
作

る
に
あ
た
っ
て
は
、Ｕ
Ｒ
Ａ
（
ユ
ニ
バ
ー

シ
テ
ィ
・
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

レ
ー
タ
）
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
は
大
学
に
お
け
る
組
織

的
研
究
活
動
に
関
わ
る
企
画
立
案
を
担

う
職
で
あ
る
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
は
、
社
会
課
題

テ
ー
マ
を
見
い
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
基

軸
で
動
く
の
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
コ
ー

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
取
り
組
み
は

他
の
大
学
で
は
進
ん
で
い
な
い
が
、
本

学
で
は
既
に
10
以
上
の
産
業
創
出
講
座

を
作
り
出
し
、
社
会
実
装
に
向
け
て
動

き
だ
し
て
い
る
。

大
学
の
存
在
意
義
。

　
大
学
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
進
路

を
と
っ
た
ら
い
い
の
か
。
こ
れ
か
ら
の

大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
学

が
社
会
に
も
つ
機
能
を
考
え
、
社
会
構

造
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
大
学

が
大
き
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
も
っ

て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
社
会
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
求
め

ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点

で
あ
る
。「
大
学
の
評
価
は
社
会
か
ら

受
け
る
必
要
が
あ
り
、
大
学
の
存
在
意

義
は
社
会
が
決
め
る
も
の
で
す
」
と
、

研
究
担
当
の
川
端
和
重
理
事
・
副
学
長

は
語
る
。

　
地
域
で
行
わ
れ
る
社
会
実
装
を
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
こ
れ
を
国
内
や
世

界
に
も
展
開
し
て
い
く
。
世
界
の
課
題

解
決
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
本
学
は
確

実
に
そ
の
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

　
大
学
と
産
業
界
の
関
係
は
こ
こ
数
年

で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
企
業
と
の
共
同

研
究
は
数
多
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
主
流
で
あ
っ
た
研
究
者
個
人

と
企
業
の
研
究
所
が
提
携
す
る
個
人
型

共
同
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
と
そ

の
企
業
全
体
が
提
携
し
て
行
う
大
規
模

な
組
織
型
共
同
研
究
が
新
た
に
誕
生
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
個
人
型
共
同
研
究
は
、
平
均
約

2
0
0
万
円
以
下
の
研
究
費
を
受
領

し
、
個
人
の
研
究
室
で
そ
の
研
究
テ
ー

マ
を
進
め
て
い
る
。そ
れ
は
製
品
開
発
、

技
術
開
発
に
と
っ
て
貴
重
な
足
が
か
り

で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
の
後
社

会
に
展
開
さ
せ
て
い
く
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
。
個
人
型
共
同
研
究
で
は
ま
た
、
手

続
き
や
事
後
報
告
の
た
め
の
書
類
作
成

に
時
間
を
と
ら
れ
、
疲
弊
し
て
い
る
研

究
者
も
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
新
し
い
共
同
研
究

の
形
を
な
し
て
い
る
の
が
組
織
型
共
同

研
究
で
あ
る
。
組
織
型
共
同
研
究
は
、

本
学
と
企
業
が
社
会
の
課
題
解
決
に
対

し
て
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
す
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
テ
ー
マ
の
研

究
を
進
め
る
に
は
こ
の
研
究
室
、
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
に
は
こ
の
人
を
チ
ー

ム
に
参
画
さ
せ
る
、
と
大
学
の
研
究
を

総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
産
業
構

特集 ｜ 放つ。 cast  1 − 矢を放つ −   産業創出／グローバルファシリティセンター

組
織
型
共
同
研
究
で

未
来
図
を
描
く
。

産業創出講座の中でも、他に先駆けて2014年に設置された北海道大学産学・地域協働推進機構難治性疾患
治療部門。共同研究を行っている日東電工株式会社とは、フード＆メディカルイノベーション国際拠点の
同じフロアに入居し、緊密に連携しながら研究を進めている。これまで開発を進めてきた肝硬変治療薬は
治験段階に入っており、現在は、難治性疾患の治療を目的とした新規核酸医薬の研究開発を進めている。
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グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
Ｇ
Ｆ
Ｃ
）
は
、
2
0
1
6
年
に

「
技
術
人
材
育
成
」「
リ
サ
イ
ク
ル
」「
産

学
協
働
」
を
軸
に
、
そ
れ
ま
で
の
共
用

機
器
管
理
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し
て
設
立

さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
、
設

備
リ
ユ
ー
ス
、
機
器
分
析
受
託
、
試
作

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
国
際
連
携
推
進
の

５
部
門
か
ら
な
る
。

　
本
学
に
は
様
々
な
分
野
の
先
端
的
な

研
究
設
備
や
装
置
が
あ
る
。
か
つ
て
は

研
究
期
間
が
終
了
す
る
と
廃
棄
さ
れ
る

も
の
も
あ
っ
た
が
、
中
に
は
ま
だ
利
用

価
値
が
あ
る
も
の
も
多
い
。
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
部
門
は
、
そ
の
中
で
も

大
型
の
装
置
を
共
用
設
備
と
し
て
利
用

開
放
し
て
い
る
。
研
究
者
は
事
前
の
講

習
で
操
作
方
法
を
習
熟
し
、
最
先
端
の

設
備
で
実
験
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

共
用
設
備
は
、
登
録
後
、
利
用
時
間
に

応
じ
た
料
金
を
納
め
る
が
、
こ
の
利
用

料
金
に
よ
っ
て
設
備
や
装
置
の
維
持
管

理
費
の
一
部
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
小
型
・

中
型
機
器
は
、
学
内
で
流
通
さ
せ
て
い

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
設
備
共
用
の
取
り
組
み
は
学
内
か
ら

始
ま
っ
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
海
外

の
大
学
・
研
究
機
関
に
も
広
め
る
と
更

な
る
発
展
が
見
込
め
る
。
国
際
連
携
推

進
部
門
は
、
設
備
共
用
に
関
す
る
国
際

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
、
こ
の
取
り

組
み
を
海
外
に
広
め
て
い
る
。
人
の
交

流
や
国
際
共
同
研
究
の
発
展
に
活
か
し

て
い
く
の
だ
。

　
汎
用
性
が
あ
る
共
用
設
備
は
、
想
定

と
は
異
な
る
使
い
方
を
さ
れ
る
こ
と
が

る
。
こ
れ
を
担
っ
て
い
る
の
が
設
備
リ

ユ
ー
ス
部
門
だ
。
機
器
を
学
内
の
Ｈ
Ｐ

に
あ
る
「
設
備
市
場
」
に
登
録
す
る
と
、

使
用
希
望
者
が
移
管
手
数
料
を
支
払
い
、

機
器
を
占
有
で
き
る
仕
組
だ
。
新
規
購

入
よ
り
安
い
金
額
で
機
器
を
入
手
で
き
、

研
究
構
想
を
試
し
た
い
時
に
は
有
効
だ
。

　
本
学
が
も
つ
財
産
の
一
つ
に
機
器
分

析
の
高
い
技
術
力
が
あ
る
。
機
器
分
析

受
託
部
門
は
、
1
9
7
9
年
の
機
器

分
析
セ
ン
タ
ー
設
立
に
端
を
発
し
、
組

織
の
形
態
を
変
え
な
が
ら
分
析
技
術
を

磨
い
て
き
た
。
研
究
者
が
試
料
分
析
を

依
頼
す
る
と
、
分
析
の
プ
ロ
で
あ
る
ス

タ
ッ
フ
が
試
料
を
分
析
し
、
デ
ー
タ
作

成
を
担
う
。
時
に
は
発
現
し
た
結
果
を

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
解
析
し
、
新
た
な
研

究
の
ヒ
ン
ト
が
う
ま
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
、
試
作
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

門
は
、
機
械
工
作
、
薄
片
技
術
、
硝
子

工
作
の
技
術
を
活
用
し
、
学
内
外
の
要

望
に
応
え
て
「
一
点
物
」
の
微
細
な
加

工
品
を
作
り
だ
し
て
い
る
。
蓄
積
さ
れ

た
専
門
知
識
と
錬
磨
さ
れ
た
技
術
力
は

心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
研
究
の

あ
る
。
鉱
石
な
ど
の
研
究
に
使
用
さ
れ

て
い
た
同
位
体
顕
微
鏡
は
、
利
用
者
の

約
半
数
が
バ
イ
オ
関
係
の
研
究
者
に

な
っ
た
。
想
定
外
の
使
途
に
よ
り
、
次

の
装
置
開
発
の
方
向
性
が
開
け
、
新
た

な
産
学
連
携
に
も
発
展
す
る
。「
共
用
化

さ
れ
た
装
置
の
活
用
に
よ
っ
て
産
学
連

携
を
強
化
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創

り
だ
し
た
い
で
す
ね
」
と
、
網
塚
浩
Ｇ

Ｆ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長
は
抱
負
を
語
る
。
本

学
が
先
陣
を
切
る
設
備
・
技
術
活
用
の

シ
ス
テ
ム
が
研
究
を
支
え
て
い
る
。

特集 ｜ 放つ。 cast  1 − 矢を放つ −   産業創出／グローバルファシリティセンター

Litterae Populi   Vol.59　 08

グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

機器分析センターからの長い歴史がある機器分析受託部門は、
技術伝承により化学分析と分析技術の開発研究を行っている。

試作ソリューション部門の機械工作で、ワイヤ放電加工機により
サンプルとして真鍮の塊から切り出して作った高さ5㎝ほどの
五重塔。芸術的ともいえる。

技術人材育成

産学協働 リサイクル

大型設備・装置共用
操作方法講習会・技術相談

オープンファシリティ部門
主な設備：表面分析・形態観測用装置、
　バイオ関連分析装置、電磁気分析装置、
　電磁波分析装置、他多数
登録設備数：約160台
利用件数：年間約2万5千件

小型・中型機器リサイクル・リユース
設備市場運営

設備リユース部門
研究環境整備のコストダウン

研究構想のトライアル

※現在は、学内での限定システム
国際連携・人材交流

国際連携推進部門
設備共用のグローバルネットワーク

国際共用設備データベース構築
オープンファシリティシンポジウム

分析・測定・相談

機器分析受託部門

主な受託項目：質量分析、有機微量元素
　分析、アミノ酸組成分析、タンパク質
　配列分析
分析件数：年間約1万件

機械工作・薄片技術・硝子工作

試作ソリューション部門
研究装置・器具開発

試作技術ネットワーク
試作技術支援

GLOBAL FACILITY CENTER
北海道大学  グローバルファシリティセンター
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農
を
北
海
道
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
。

草
地
を
育
成
し
、
馬
に
食
わ
せ
馬
力
と

し
て
使
用
す
る
。
牛
を
放
牧
し
て
搾
乳

し
、
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
等
の
乳
製
品
を

造
る
。
そ
の
過
程
で
出
る
脱
脂
乳
と
ホ

エ
イ
で
豚
を
飼
育
し
、
精
肉
・
肉
製
品

を
造
る
。
今
風
に
言
う
と
「
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
（
持
続
的
）」
な
農
業
サ
イ
ク

ル
を
具
現
化
し
た
施
設
が
札
幌
農
学
校

の
農
校
園
で
あ
っ
た
。
移
転
後
の
第
２

農
場
で
は
乳
牛
に
特
化
し
、
牧
草
を
効

率
的
に
発
酵
さ
せ
貯
蔵
す
る
塔
型
サ

イ
ロ
を
導
入
し
、
冬
期
の
飼
料
確
保

や
家
畜
の
栄
養
管
理
を
図
る
な
ど
の

多
様
化
が
進
む
が
、
牛
を
放
牧
し
て

搾
乳
す
る
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
「
草
で
搾
る
」
畜
産
モ
デ
ル

は
、
第
２
農
場
の
重
要
文
化
財
建
物
を

舞
台
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

　
近
藤
名
誉
教
授
が
強
調
す
る
の
は
、

「
草
地
」
が
重
要
文
化
財
建
物
と
一
体

を
な
す
こ
と
で
あ
る
。
札
幌
中
心
部
に

広
が
る
草
地
は
表
面
的
に
は
空
き
地
や

遊
休
地
と
見
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

実
際
に
は
1
5
0
年
近
く
生
産
を
続

け
て
き
た
農
場
施
設
で
あ
る
。
建
物
を

重
要
文
化
財
に
指
定
し
た
の
と
同
様

に
、
草
地
の
歴
史
的
重
要
性
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
。
私
た
ち
は
、
第

２
農
場
の
広
々
と
し
た
草
地
と
古
い
建

物
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
北
海
道
の
原
風
景

を
見
る
が
、
そ
の
原
風
景
は
イ
メ
ー
ジ

以
上
の
歴
史
性
を
胚
胎
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

「
重
層
的
な
歴
史
」
を
持
つ

希
有
な
研
究
環
境
。

　
重
要
文
化
財
建
物
を
単
独
で
見
る
の

で
は
な
く
、
周
囲
の
場
と
一
体
で
捉
え

る
視
点
を
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
に
敷
衍
す

る
と
、
日
本
の
大
学
と
し
て
は
希
有
な

環
境
が
見
え
て
く
る
。
歴
史
的
資
産
活

用
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
長
の
小
澤
丈
夫
工

学
研
究
院
教
授
が
強
調
す
る
の
は
、「
重

層
的
な
歴
史
」
の
存
在
で
あ
る
。

　
重
要
文
化
財
建
物
群
は
19
世
紀
末
か

ら
20
世
紀
初
頭
の
建
築
で
あ
る
が
、
札

幌
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
同
時
期
の
登
録
有

形
文
化
財
も
あ
る
。
ま
た
、
指
定
は
受

け
て
い
な
い
が
、
1
9
3
0
年
前
後

や
戦
後
に
建
て
ら
れ
た
数
々
の
優
れ

た
近
代
建
築
も
あ
る
。
約
1
5
0
年

に
わ
た
る
長
期
間
の
一
時
代
一
時
代

が
建
物
と
し
て
共
存
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
地
表
の
見
え
る
歴
史
で
あ
る

が
、
地
中
に
は
さ
ら
に
長
い
歴
史
の
層

と
し
て
埋
蔵
文
化
財
も
存
在
す
る
。
埋

蔵
文
化
財
は
遠
い
過
去
の
人
々
の
文

化
の
営
み
を
示
す
と
共
に
、
そ
こ
に

川
が
流
れ
、
動
植
物
が
生
き
、
人
が

生
活
す
る
の
に
適
し
た
自
然
環
境
が

存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。
再
び
地
表

に
目
を
転
じ
れ
ば
、
そ
う
し
た
過
去

の
自
然
環
境
の
一
部
が
存
続
し
つ
つ
、

開
発
し
て
農
地
と
な
っ
た
現
在
の
環
境

と
有
機
的
な
生
態
系
を
形
成
し
て
い

る
。
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
と
植
物
園
は
空

間
的
な
広
が
り
と
連
関
し
て
、
時
間
の

広
が
り
を
も
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
小
澤
教
授
は
「
千
年
に
及
ぶ
重
層
的

な
歴
史
を
刻
み
込
ん
だ
研
究
環
境
で

あ
り
な
が
ら
、
今
こ
の
場
所
で
最
先

端
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
、

こ
の
２
点
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
他
に
類
を
見
な
い
北
大
の
強

み
と
し
て
世
界
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
」
と
言
う
。
重
要
文
化
財
建

物
を
通
し
て
、
北
海
道
大
学
の
大
き

な
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
北
海
道
大
学
の
前
身
校
で
あ
る
札
幌

農
学
校
は
、農
校
園（
農
場
）を
設
置
し
、

1
8
7
7
年
か
ら
モ
デ
ル
バ
ー
ン
等

の
農
場
施
設
を
建
築
し
た
。
1
9
0
9

年
か
ら
農
校
園
は
現
在
の
北
18
条
に
移

転
を
開
始
し
、
新
築
建
物
も
加
え
て
第

２
農
場
と
な
っ
た
。
一
方
、
札
幌
博
物

場
（
1
8
8
2
年
建
築
）
の
移
管
を

受
け
た
札
幌
農
学
校
は
、
新
築
建
物
を

加
え
て
植
物
園
施
設
と
し
た
。

　
農
校
園
は
、
1
9
6
9
年
に
は
「
北

海
道
大
学
農
学
部
第
２
農
場
」と
し
て
、

事
務
所
、
種
牛
舎
、
牧
牛
舎
、
産
室
追

込
所
及
び
耕
馬
舎
、
穀
物
庫
、
収
穫
室

及
び
脱
稃
室
、
秤
量
場
、
釜
場
、
製
乳

所
の
9
棟
が
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受

け
た
。
ま
た
、
本
学
植
物
園
内
に
あ
る

博
物
館
本
館
、
事
務
所
、
倉
庫
、
植
物

園
門
衛
所
の
4
棟
は
、
1
9
8
9
年
に

「
北
海
道
大
学
農
学
部
植
物
園
・
博
物

館
」
と
し
て
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
重
要
文
化

財
建
物
を
有
す
る
大
学
は
他
に
な
い
。

建
物
と
「
草
地
」
は

一
体
を
な
す
施
設
。

　「
第
２
農
場
は
北
大
の
ス
タ
ー
ト

地
点
」
と
語
る
の
は
、
学
生
時
代
か

ら
第
２
農
場
を
見
て
き
た
近
藤
誠
司

名
誉
教
授
。
札
幌
農
学
校
初
代
教
頭

W
・
S
・
ク
ラ
ー
ク
は
欧
米
型
の
酪

重
要
文
化
財

歴
史
的
価
値
が
高
い
重
要
文
化
財
建
物
。

建
物
を
入
口
と
し
て
周
辺
の
環
境
や
歴
史
性
に

目
を
凝
ら
す
と
き
、北
海
道
大
学
の
新
た
な
可
能
性
が

浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

歴
史
を

受
け
継
ぐ
誇
り
。

上／植物園内の博物館本館。
左右対称の形態と繊細な細部意匠が印象的。

右／第２農場は、過去から続く時の流れを引き継ぎながら、
都会にあるとは思えない静謐さに満ちている。



間
、
北
大
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

採
択
さ
れ
続
け
て
き
た
。
並
木
の
一

部
の
イ
チ
ョ
ウ
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
規
模
を
拡
大

し
て
い
き
、
2
0
1
5
年
か
ら
並
木

全
体
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
実
現
し
た
。

2
0
1
6
年
に
は
、
２
日
間
の
開
催

期
間
中
に
約
３
万
人
も
の
人
々
が
訪

れ
て
い
る
。
海
外
か
ら
の
来
訪
者
も

増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
本
学

の
魅
力
を
海
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶

好
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

北
大
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学

生
が
自
主
性
や
創
造
性
を
発
揮
し
た

活
動
に
よ
り
大
学
全
体
が
元
気
に
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
0
1

年
に
創
設
さ
れ
た
。
本
学
の
学
生
で

あ
れ
ば
誰
で
も
応
募
す
る
こ
と
が
で

き
、
企
画
が
採
択
さ
れ
た
団
体
・
個

人
は
、
活
動
に
必
要
な
資
金
の
援
助

が
受
け
ら
れ
る
。
昨
年
ま
で
の
16
年

間
で
3
0
4
件
の
多
種
多
様
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
中
に
は
、
北
大
金
葉
祭
の
他
、

ク
ラ
ー
ク
会
館
で
映
画
祭
を
行
う
ク

ラ
ー
ク
シ
ア
タ
ー
、
構
内
で
季
節
毎

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
カ
フ
ェ
を
展
開
し
て
い
る
北

大
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
数

年
間
に
わ
た
り
継
続
的
に
採
択
さ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
も
の
も

あ
る
。

黄
金
の
輝
き
を
放
つ
イ
チ
ョ
ウ

 

— 

北
大
金
葉
祭 

—

　
「
北
大
金
葉
祭
の
目
的
は
、
イ
チ
ョ

ウ
並
木
や
ポ
プ
ラ
並
木
な
ど
、
北
大

の
自
然
の
美
し
さ
を
来
場
さ
れ
る
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
北
大

生
と
地
域
住
民
と
の
交
流
で
す
」
と

語
る
の
は
、
北
大
金
葉
祭
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
５
代
目
代
表
で
農
学
部
森
林

科
学
科
の
米
岡
宏
喜
さ
ん
だ
。
森
林

を
専
門
と
し
て
い
る
米
岡
さ
ん
か
ら

見
る
と
、
本
州
と
比
べ
て
北
海
道
の

　

北
13
条
門
か
ら
東
西
約
3
8
0
m

の
区
間
に
続
く
イ
チ
ョ
ウ
並
木
。
例

年
10
月
下
旬
か
ら 

11
月
上
旬
に
70
本

の
イ
チ
ョ
ウ
が
黄
葉
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
頃
に
は
、
学
内
外
か
ら
多
く
の

人
々
が
訪
れ
る
。
本
学
が
誇
る
名
所

の
一
つ
だ
。

　

北
大
金
葉
祭
（
こ
ん
よ
う
さ
い
）

は
、
美
し
く
黄
葉
し
た
イ
チ
ョ
ウ
並

木
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、
子
供
た
ち

に
向
け
た
工
作
教
室
を
開
催
す
る
な

ど
、
様
々
な
企
画
を
開
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
2
0
1
2
年
か
ら
５
年
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イ
チ
ョ
ウ
の
木
は
低
く
て
太
い
と
の

こ
と
。
そ
の
特
色
の
お
か
げ
で
イ
チ
ョ

ウ
１
本
１
本
に
迫
力
が
あ
り
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
た
時
に
映
え
る
そ
う
だ
。

　

2
0
1
6
年
度
北
大
金
葉
祭
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
時
季
を
問

わ
ず
毎
週
１
回
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
活
動
を
進
め
た
と
い
う
。
イ

ベ
ン
ト
終
了
直
後
か
ら
、
来
年
に
向

け
て
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
か

話
し
合
い
、
次
年
度
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。
北
大
金
葉
祭
は
、
本
学
の

Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
自
負

も
あ
る
。

　
「
金
葉
祭
に
来
ら
れ
る
方
の
２
割

程
度
が
外
国
人
で
す
の
で
、
今
後
は

海
外
の
方
に
も
配
慮
し
た
お
祭
り
に

し
た
い
で
す
ね
。
他
の
北
大
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
一
緒
に
、
ど
う
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
か
連
携
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
、
今
後
の
イ
ベ

ン
ト
継
続
へ
の
意
気
込
み
を
米
岡
さ

ん
は
語
る
。
既
に
６
代
目
の
北
大
金

葉
祭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
も
決
ま
り
、

2
0
1
7
年
度
北
大
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
応
募
準
備
が
着
々
と
進
ん

で
い
る
と
い
う
。

　

輝
き
を
放
つ
数
多
く
の
企
画
が
、

今
後
も
自
由
な
発
想
の
も
と
に
生
み

出
さ
れ
、
北
大
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
続
い
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

発
想
力
が
き
ら
め
く
瞬
間
。

潜
在
的
な
可
能
性
を
も
つ
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
。

学
生
が
一
年
を
通
し
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
は
、

大
学
の
魅
力
の
再
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

北
大
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

CLARK THEATER 2016
の面々。お揃いのパーカー
でキメている。

北大金葉祭のメンバー。
お祭りの運営が好きな
人が集まった。

北大カフェプロジェクトの
集合写真。ポーズはもちろん、
cafeの「C」。

和の雰囲気でほっこりと。
お茶カフェにようこそ。
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北大金葉祭プロジェクト５代目代表の米岡宏喜
さん。「ライトアップの時が一番嬉しかったで
すね。カウントダウンして、“０”の瞬間、輝くイ
チョウのトンネルに周りの人が “オォー”と声を
あげて。感動がひとしおでした。」

幻想的な雰囲気の
イチョウ並木ライトアップ。
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ゲ
ス
ト西

田
清
徳

 

氏

  

海
遊
館
館
長

大
阪
市
に
あ
る
世
界
最
大
級
の
水
族
館
︑
海
遊
館
︒
国
内
の
み
な
ら
ず

海
外
の
来
館
者
か
ら
も
人
気
の
高
い
同
館
は
︑
独
自
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

基
づ
い
た
活
動
を
展
開
す
る
と
同
時
に
︑
社
会
の
要
請
に
応
え
な
が

ら
変
化
し
続
け
て
い
る
︒
館
長
を
務
め
る
西
田
清
徳
さ
ん
に
︑
水
産
学

部
時
代
の
思
い
出
や
海
遊
館
開
館
前
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
︑
展
示
の
工
夫 

︑

学
生
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
伺
っ
た
︒

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

訊
く
。サ

ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
。

基
本
軸
は
ぶ
れ
ず
に

ジンベエザメの泳ぐ太平洋水槽の上で
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幼
少
時
代
か
ら
の
夢
を
つ
な
げ
た

水
産
学
部
時
代
。

三
上
　
海
遊
館
︑
今
日
も
大
勢
の
方
々

が
訪
れ
て
い
ま
す
ね
︒
西
田
さ
ん
が
︑

北
海
道
大
学
を
目
指
し
た
理
由
や
水
産

学
部
を
志
し
た
思
い
な
ど
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
︒

西
田
　
大
学
進
学
以
前
の
ル
ー
ツ
を

た
ど
る
と
︑
小
学
校
時
代
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
︒
生
き
物
が
好
き
で
︑
ム
ツ
ゴ

ロ
ウ
さ
ん
と
し
て
知
ら
れ
る
畑
正
憲
さ

ん
の
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
︒
畑
さ
ん

は
生
物
の
記
録
映
画
を
撮
影
し
て
い
た

の
で
︑
私
も
生
き
物
を
撮
影
す
る
︑
大

人
が
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
に
入
れ
て
い
た

だ
き
︑
ウ
ス
バ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
幼
虫
が
羽

化
す
る
場
面
な
ど
を
撮
影
し
て
い
ま
し

た
︒
そ
し
て
︑
高
校
２
年
生
の
と
き
に

﹁
ジ
ョ
ー
ズ
﹂
と
い
う
映
画
を
観
て
︑
サ

メ
は
す
ご
い
︑
と
衝
撃
を
受
け
ま
し

て
︒
映
画
で
は
危
険
な
目
に
遭
い
な
が

ら
も
サ
メ
を
記
録
・
撮
影
す
る
研
究
者

が
登
場
し
︑
そ
こ
で
初
め
て
﹁
研
究

者
﹂
と
い
う
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
︒
サ
メ
の
勉
強
が
し
た
い
と
思

い
︑
調
べ
た
と
こ
ろ
︑
サ
メ
の
研
究
者

が
北
大
に
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
志
願

し
︑
仲
谷
一
宏
先
生
に
師
事
し
ま
し
た
︒

三
上
　
受
験
の
時
点
で
︑
サ
メ
を
研
究

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た

三
上
　
ス
ム
ー
ズ
に
運
べ
た
の
で
し
ょ

う
か
︒

西
田
　

5
︑
6
時
間
ま
で
は
よ
か
っ
た

の
で
す
が
︑
だ
ん
だ
ん
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ

の
色
が
白
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
︒

酸
欠
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
ね
︒
よ
く

見
る
と
︑
今
ま
で
尾
を
一
定
の
ス
ピ
ー

ド
で
動
か
し
て
い
た
の
が
︑
自
力
で
泳

が
な
く
て
よ
い
と
分
か
り
︑
動
き
を
止

め
て
い
ま
し
た
︒
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
は
尾

を
振
る
こ
と
で
筋
肉
が
血
管
を
圧
縮
し

た
り
広
げ
た
り
し
て
︑
血
液
を
末
端

部
ま
で
運
び
ま
す
︒
そ
こ
で
︑
ジ
ン

ベ
エ
ザ
メ
に
ま
た
が
っ
て
︑
尾
を
足
で

引
っ
張
っ
て
振
る
よ
う
に
仕
向
け
ま
し

た
︒
2
︑
3
分
す
る
と
尾
を
振
り
出

し
︑
み
る
み
る
体
の
色
が
濃
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
︑
こ
の
作
業
を
42
時
間
︑

車
両
甲
板
で
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
た

ま
ま
交
替
で
続
け
ま
し
た
︒
水
族
館

に
到
着
し
て
水
槽
に
無
事
に
入
っ
て
泳

い
で
く
れ
た
時
に
は
ほ
っ
と
し
ま
し
た

ね
︒
お
そ
ら
く
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
の
長
距

離
輸
送
最
高
記
録
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

三
上
　
生
き
物
が
相
手
で
す
か
ら
︑
緊

張
の
連
続
で
し
た
ね
︒
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ

以
外
の
生
き
物
の
飼
育
に
つ
い
て
は
ど

う
で
し
た
か
︒

西
田
　
私
が
海
遊
館
で
最
初
に
担
当
し

た
の
は
︑
ペ
ン
ギ
ン
で
す
︒
ア
メ
リ
カ

の
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
一
个
月
研
修
に
行

の
で
す
ね
︒
学
生
時
代
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
︒

西
田
　
水
産
学
部
で
は
︑
ダ
イ
ビ
ン
グ

の
免
許
を
と
っ
て
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ク

ル
﹁
サ
ー
モ
ン
﹂
を
創
っ
て
活
動
し
て
い

ま
し
た
︒
今
︑
サ
ー
ク
ル
名
は
︑
出
世
し

て
﹁
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
﹂
に
な
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
︵
笑
︶︒
サ
ー
ク
ル
で
の
ダ

イ
ビ
ン
グ
経
験
は
︑
海
遊
館
に
入
っ
て
北

極
海
に
潜
っ
た
時
に
非
常
に
役
立
ち
ま
し

く
よ
う
に
と
言
わ
れ
ま
し
て
︑
ま
た
サ

メ
に
関
わ
る
何
か
が
で
き
る
の
か
と
思

い
ま
し
た
ら
︑
ペ
ン
ギ
ン
の
飼
育
を
勉

強
し
て
く
れ
︑と
︒
水
族
館
で
す
か
ら
︑

全
く
知
ら
な
い
生
き
物
も
扱
わ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
︒そ
の
時
の
研
修
経
験
が
︑

現
在
の
イ
ワ
ト
ビ
ペ
ン
ギ
ン
の
人
工
繁

殖
の
成
功
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
︒
イ

ワ
ト
ビ
ペ
ン
ギ
ン
は
自
然
界
で
も
減
少

し
て
い
ま
す
し
︑
飼
育
し
て
い
る
館
も

た
︒
研
究
テ
ー
マ
は
︑
イ
ト
マ
キ
エ
イ

や
ア
カ
エ
イ
に
関
す
る
も
の
で
し
た
が
︑

当
時
の
大
学
に
は
こ
れ
ら
南
方
に
生
息

す
る
魚
の
標
本
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
︒

そ
こ
で
︑ま
ず
研
究
対
象
と
な
る
標
本
を

集
め
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
︒
漁
師
に

と
っ
て
︑エ
イ
は
売
れ
な
い
た
め
︑
あ
ま

り
水
揚
げ
し
ま
せ
ん
︒一
方
︑水
族
館
で

は
エ
イ
や
サ
メ
は
人
気
が
あ
り
︑
飼
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
︒そ
こ
で
︑

非
常
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の

よ
う
な
生
き
物
を
人
工
飼
育
で
き
た
ノ

ウ
ハ
ウ
か
ら
︑
域
外
保
全
に
役
立
つ
よ

い
成
果
が
出
せ
ま
し
た
︒

三
上
　
知
ら
な
い
世
界
を
探
求
す
る
こ

と
か
ら
︑
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
の

で
す
ね
︒
本
学
は
基
本
理
念
に
﹁
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
精
神
﹂︑﹁
国
際
性
の
涵
養
﹂︑

﹁
全
人
教
育
﹂︑﹁
実
学
の
重
視
﹂
の
４

つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
︒﹁
フ
ロ
ン
テ
ィ

さ
ま
ざ
ま
な
水
族
館
を
訪
ね
て
︑エ
イ

が
死
ん
だ
ら
私
に
く
だ
さ
い
と
頼
ん
で

ま
わ
り
︑
集
め
て
研
究
し
て
い
ま
し
た
︒

開
館
前
の
奔
走
、

そ
し
て
海
遊
館
へ
。

三
上
　
海
遊
館
に
就
職
す
る
き
っ
か
け

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
︒

西
田
　
水
族
館
を
ま
わ
る
う
ち
に
館
の

ア
精
神
﹂
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
課

題
に
対
し
て
︑
敢
然
と
新
し
い
道
を
切

り
拓
く
揺
る
ぎ
な
い
精
神
の
こ
と
で

す
︒
学
生
に
対
し
て
は
︑視
野
を
広
げ
︑

豊
か
な
創
造
性
を
も
っ
て
未
知
な
る
世

界
を
開
拓
す
る
姿
勢
を
培
う
教
育
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
︒

西
田
　
私
自
身
も
︑
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精

神
は
︑
特
に
北
大
時
代
に
培
わ
れ
た
と

思
い
ま
す
︒

方
と
親
し
く
な
り
︑
好
き
な
魚
に
携
わ

る
仕
事
は
面
白
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
︒
た
だ
︑
水
族
館
の
職
員
募
集

は
毎
年
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

ち
ょ
う
ど
学
位
論
文
の
準
備
が
整
っ
た

頃
︑
沖
縄
の
水
族
館
の
館
長
︑
内
田
詮

三
さ
ん
か
ら
︑
大
阪
に
今
ま
で
に
な
い

大
規
模
な
新
し
い
水
族
館
を
創
る
予
定

だ
が
︑
就
職
す
る
気
は
な
い
か
と
誘
わ

れ
ま
し
た
︒
目
玉
と
し
て
ジ
ン
ベ
エ
ザ

メ
を
入
れ
る
と
い
う
話
も
聞
き
︑
ぜ
ひ

と
志
願
し
ま
し
た
︒
海
遊
館
が
開
館
す

る
１
年
半
前
の
こ
と
で
す
︒

三
上
　
サ
メ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
︑

ど
ん
ど
ん
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
ね
︒

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
は
海
遊
館
の
目
玉
の
一

つ
で
す
が
︑
あ
れ
ほ
ど
大
き
な
生
き
物

を
大
阪
ま
で
運
ぶ
の
は
大
変
な
ご
苦
労

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

西
田
　
は
い
︒
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
は
︑
沖

縄
の
近
く
で
採
取
し
︑
大
阪
ま
で
運
ぶ

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
︒
開
館
日
は

1
9
9
0
年
7
月
20
日
に
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
︑
そ
の
年
の
５
月
の
連
休

明
け
に
漁
師
の
定
置
網
に
4
ｍ
30
㎝
ほ

ど
の
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
が
入
り
ま
し
た
︒

ひ
と
ま
ず
沖
の
生
け
簀
で
人
間
が
や
る

餌
に
慣
れ
さ
せ
︑
開
館
の
９
日
前
︑
7

月
11
日
に
那
覇
近
く
の
港
か
ら
ジ
ン

ベ
エ
ザ
メ
が
入
っ
た
輸
送
容
器
を
フ
ェ

リ
ー
に
乗
せ
︑
大
阪
に
運
び
ま
し
た
︒

生
き
物
を
見
る
だ
け
で
は
な
い

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

三
上
　
海
遊
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
教
え

て
い
た
だ
け
ま
す
か
︒

西
田
　
太
平
洋
を
取
り
囲
む
環
太
平
洋

火
山
帯
と
︑
沢
山
の
生
き
物
が
暮
ら
す

環
太
平
洋
生
命
帯
︑
こ
の
二
つ
の
輪
を
︑

地
球
は
そ
こ
に
生
き
る
生
き
物
と
一
緒
︑

一
つ
の
生
命
体
で
あ
る
と
い
う
ガ
イ
ア

仮
説
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
︑
14
の
大
き
な

地
域
で
構
成
し
て
い
ま
す
︒
日
本
の
森

か
ら
は
じ
ま
っ
て
︑
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列

島
︑
モ
ン
タ
レ
ー
湾
︑
パ
ナ
マ
湾
︑
エ

ク
ア
ド
ル
︑
南
極
︑
そ
れ
か
ら
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ
ー
ト
・
バ
リ
ア
・
リ
ー

フ
と
続
き
︑
太
平
洋
を
右
回
り
に
ぐ
る
っ

と
回
る
よ
う
な
形
で
水
槽
を
配
置
し
て

い
ま
す
︒
陸
に
降
っ
た
雨
が
川
を
経
て

海
に
流
れ
こ
む
と
い
う
循
環
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
︑
最
初
は
日

本
の
森
︑
陸
上
か
ら
始
ま
り
ま
す
︒
太

平
洋
を
一
巡
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
い
北
極
や
モ
ル

ジ
ブ
︑
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
て
︑
イ
ワ
ト
ビ
ペ
ン
ギ
ン
も
展

示
し
て
い
ま
す
︒

三
上
　
展
示
で
工
夫
さ
れ
て
い
る
点
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

西
田
　
最
近
︑
お
客
様
が
求
め
て
い
る

の
は
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
越
し
に
生
き
物

生き物が好きで、

サメの勉強がしたいと思い、

北大を志望しました。

―西田

知らない世界を探求することから、

大きな成果が得られたのですね。

―三上

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 

ス
ピ
リ
ッ
ト
を

訊
く
。
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西
田
　
は
い
︒
2
0
1
5
年
に
水
族

館
と
動
物
園
︑
美
術
館
の
ジ
ャ
ン
ル
を

超
え
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
創
り
ま
し

た
︒﹁
ニ
フ
レ
ル
﹂
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は

感
性
﹁
に
触
れ
る
﹂
か
ら
つ
け
ま
し
た
︒

地
球
が
育
む
﹁
多
様
な
い
の
ち
と
個
性

の
つ
な
が
り
﹂
を
展
示
テ
ー
マ
と
し
︑

水
や
陸
で
暮
ら
す
生
き
物
や
美
し
い
自

然
の
魅
力
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
︒﹁
わ
ざ
に
ふ
れ
る
﹂﹁
す
が
た

に
ふ
れ
る
﹂﹁
い
ろ
に
ふ
れ
る
﹂﹁
み
ず

べ
に
ふ
れ
る
﹂﹁
う
ご
き
に
ふ
れ
る
﹂﹁
つ

な
が
り
に
ふ
れ
る
﹂
と
い
っ
た
ゾ
ー
ン

と
︑
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
展
示
ゾ
ー

ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
︒

三
上
　
従
来
の
水
族
館
の
イ
メ
ー
ジ
を

超
え
て
い
ま
す
ね
︒

西
田
　
ニ
フ
レ
ル
を
︑
私
は
水
族
館
と

は
呼
ん
で
い
な
い
の
で
す
︒
水
の
生
き

物
が
い
る
施
設
が
水
族
館
︑
と
い
う
皆

さ
ん
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
越
え
た
い

と
︑﹁
体
感
﹂﹁
体
験
﹂
を
深
め
る
た
め

に
空
間
自
体
を
展
示
と
す
る
﹁
イ
ン
ス

タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
示
﹂
を
目
指
し
ま
し

た
︒
た
だ
し
︑
主
役
は
生
き
物
で
す
︒

生
き
物
が
見
づ
ら
く
な
っ
て
は
い
け
な

い
で
す
し
︑
生
き
物
に
ス
ト
レ
ス
を
か

け
な
い
と
い
う
基
本
は
忘
れ
ず
に
い
ま

す
︒
お
客
様
に
感
動
し
て
ほ
し
い
︑
驚

い
て
︑
そ
れ
が
記
憶
に
残
っ
て
ほ
し
い
︒

﹁
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
﹂︑
子
ど

族
館
実
習
や
講
義
を
さ
れ
て
い
ま
す

し
︑
本
学
の
水
産
学
部
で
は
﹁
水
族
館

学
﹂
を
担
当
さ
れ
て
い
て
受
講
生
も
多

い
と
聞
い
て
い
ま
す
︒

西
田
　
は
い
︒
私
と
鴨
川
シ
ー
ワ
ー

ル
ド
に
い
ら
し
た
荒
井
一
利
さ
ん
︑

美
ら
海
水
族
館
の
佐
藤
圭
一
さ
ん
︑

小
樽
水
族
館
の
三
宅
教
平
さ
ん
と
担

当
し
て
い
ま
す
︒
全
員
︑
水
産
学
部

の
同
じ
研
究
室
の
出
身
で
す
︒
実
習

は
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
水

族
館
で
行
う
こ
と
が
重
要
で
︑
実
習

や
講
義
で
は
感
性
を
磨
く
こ
と
が
大

事
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
︒
現
実
の
仕

事
で
は
︑
好
き
だ
か
ら
だ
け
で
は
務

ま
り
ま
せ
ん
︒
仕
事
は
チ
ー
ム
で
す

る
も
の
で
す
し
︑
お
客
様
に
支
持
さ

れ
て
こ
そ
の
水
族
館
で
す
︒
北
大
の

講
義
で
も
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

大
事
だ
と
伝
え
て
い
ま
す
︒
感
性
を

大
切
に
し
て
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
う
ま
く
と
り
︑
相
手
に
嫌
な
こ
と

で
も
相
手
が
聞
き
や
す
い
よ
う
に
考

え
て
伝
え
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
︒

三
上
　
重
要
な
資
質
で
す
ね
︒
本
学
は

こ
れ
か
ら
も
︑
感
性
を
大
切
に
し
た
授

業
を
行
い
︑
相
手
と
信
頼
関
係
を
築
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

敏
感
に
察
知
し
︑

新
し
い
工
夫
を
し
て
い
き
ま
す
︒

︱
西
田

感
性
を
大
切
に
し
た
授
業
を
行
い
︑

信
頼
関
係
を
築
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
育
て
て
い
き
ま
す
︒

︱
三
上

海遊館館長

西田 清徳
Kiyonori Nishida

北海道大学理事・副学長

三上 隆
Takashi Mikami

1958年、大阪府出身。水産学博士。北海道大学
水産学部卒業、同大学院水産科学研究科修士課
程、博士課程修了。1989年に大阪ウォーターフロ
ント開発株式会社（現在、株式会社海遊館）入社。
2007年より現職。公益社団法人日本動物園水族
館協会教育普及委員長、近畿ブロック代表理事。

1949年、北海道出身。工学博士。専門は土木工
学。北海道大学工学部土木工学科卒業、同大学院
工学研究科土木工学専攻修士課程修了。1974年
に北海道大学工学部助手に採用され、助教授を経
て、1994年に工学部教授。2006年に大学院工学研
究科長・工学部長に就任。2011年より現職。

 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

 

ス
ピ
リ
ッ
ト
を

訊
く
。

を
眺
め
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
︑
自
分

で
﹁
体
験
﹂
す
る
こ
と
だ
と
強
く
感
じ

て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
︑
2
0
1
3
年
3

月
に﹁
体
感
コ
ー
ナ
ー
﹂を
創
り
ま
し
た
︒

寒
い
場
所
に
生
息
す
る
イ
ワ
ト
ビ
ペ
ン

ギ
ン
や
ワ
モ
ン
ア
ザ
ラ
シ
の
展
示
で
は
︑

お
客
様
に
生
息
場
所
の
寒
さ
や
︑
匂
い

や
鳴
き
声
も
感
じ
て
ほ
し
い
と
願
い
︑

人
工
雪
を
降
ら
せ
︑
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス

を
腰
ま
で
の
低
さ
に
設
置
し
て
︑
よ
り

近
い
と
こ
ろ
で
生
き
物
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
︒

三
上
　
人
気
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は﹁
体
験
﹂

に
あ
る
の
で
す
ね
︒

西
田
　
私
自
身
︑
系
統
分
類
を
専
門
に

し
て
い
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
︑

海
遊
館
の
若
い
ス
タ
ッ
フ
に
︑
環
境
の

変
化
に
適
応
し
て
い
く
進
化
︑﹁
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
・
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
﹂

を
し
て
い
こ
う
と
伝
え
て
い
ま
す
︒
社

会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
敏
感

に
察
知
し
︑
水
族
館
の
基
本
軸
は
ぶ
れ

ず
に
進
化
し
続
け
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

目
指
し
ま
す
︒
新
し
い
工
夫
を
す
る
感

覚
で
仕
事
を
し
な
い
と
︑
生
き
残
っ
て

い
け
ま
せ
ん
︒

三
上
　
水
族
館
︑
海
遊
館
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
進
化
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
︑
海

遊
館
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
創
設
さ
れ

た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹁
ニ
フ
レ
ル
﹂
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
︒

も
の
頃
に
誰
も
が
持
っ
て
い
る
素
直
に

不
思
議
な
も
の
に
驚
く
感
性
を
︑
大
人

に
も
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
︒

三
上
　
実
際
に
体
験
し
て
感
動
し
た
こ

と
は
記
憶
に
残
り
ま
す
ね
︒
本
学
で

は
︑
2
0
1
6
年
か
ら
サ
マ
ー
・
イ

ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
が
本
格
的
に
始
ま

り
ま
し
た
︒
こ
れ
は
︑
夏
の
間
に
世
界

で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
研
究
者
が
本
学
に

集
ま
り
︑
地
球
規
模
の
環
境
問
題
か
ら

バ
イ
オ
医
薬
な
ど
︑
多
岐
に
わ
た
る
授

業
を
展
開
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
︑

世
界
各
国
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
授
業

を
受
け
ま
す
︒
授
業
の
中
に
は
実
習
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
含
ん
で
い
る
も

の
も
多
く
あ
り
ま
す
し
︑
札
幌
以
外
に

も
美
瑛
や
知
床
な
ど
で
自
然
を
体
感
し

な
が
ら
行
う
授
業
も
あ
り
ま
す
︒
体
験

す
る
こ
と
で
知
識
に
厚
み
が
増
し
ま
す

し
︑
豊
か
な
感
性
が
育
ま
れ
ま
す
︒

西
田
　
私
の
在
籍
し
た
時
代
か
ら
北
大

は
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
教
育
が
盛
ん
で
し

た
が
︑
現
在
は
さ
ら
に
充
実
し
た
教
育

機
会
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
︒

水
族
館
を
志
す
若
者
へ
。

感
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
磨
く
重
要
性
。

三
上
　
西
田
さ
ん
は
︑
高
校
生
や
大
学

生
︑
専
門
学
校
生
に
︑
職
場
体
験
︑
水
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地
球
温
暖
化
と
東
シ
ベ
リ
ア
。

　
自
然
界
に
存
在
す
る
元
素
の
多
く
に

は
︑
質
量
が
わ
ず
か
に
異
な
る
が
︑
他

の
性
質
が
全
く
同
じ
原
子
が
存
在
す

る
。
こ
れ
を
同
位
体
と
呼
び
︑
時
間
と

共
に
変
化
す
る
こ
と
な
く
安
定
し
て
存

在
す
る
も
の
を
安
定
同
位
体
と
い
う
。

物
質
中
の
安
定
同
位
体
の
存
在
割
合

は
︑
例
え
ば
水
の
安
定
同
位
体
で
あ
れ

ば
︑
大
気
中
の
水
蒸
気
や
地
中
の
水
の

起
源
な
ど
様
々
な
情
報
の
源
と
な
る
。

地
球
温
暖
化
の
現
状
と
そ
の
影
響
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
︑
同
位
体
質
量
分
析

技
術
を
武
器
に
︑
北
極
域
研
究
セ
ン

タ
ー
の
杉
本
敦
子
教
授
は
ロ
シ
ア
の
タ

イ
ガ
と
ツ
ン
ド
ラ
を
奔
走
し
て
い
る
。

　
杉
本
教
授
は
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
地

球
の
活
動
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い

る
。
最
初
の
研
究
は
︑
学
位
論
文
の
同

位
体
測
定
に
よ
る
降
雪
粒
子
の
生
成
過

程
と
降
雪
機
構
の
解
明
で
あ
っ
た
。
名

古
屋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
の
恩
師
が

「
雪
は
天
か
ら
送
ら
れ
た
手
紙
で
あ
る
」

の
言
葉
で
有
名
な
中
谷
宇
吉
郎
博
士
の

愛
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
杉
本
教

授
も
学
生
時
代
か
ら
北
大
の
低
温
科
学

研
究
所
に
来
て
屋
上
で
雪
を
採
取
し
た

と
い
う
。
そ
の
雪
の
酸
素
と
水
素
の
同

位
体
比
か
ら
︑
降
雪
粒
子
の
生
成
過
程

を
調
べ
た
。
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
︑
重

い
同
位
体
が
水
蒸
気
か
ら
雲
粒
に
入
り

や
す
い
点
に
着
目
し
︑
高
さ
の
高
い
雲

で
生
成
さ
れ
る
同
位
体
比
の
低
い
降
水

粒
子
が
よ
り
内
陸
部
に
落
下
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ロ
シ
ア
・
東
シ
ベ
リ
ア
の

タ
イ
ガ
や
ツ
ン
ド
ラ
は
広

大
な
面
積
を
誇
り
︑
全
球
規

模
で
重
要
な
炭
素
の
吸
収

や
水
蒸
気
の
蒸
散
が
絶
え

ず
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地

球
規
模
の
活
動
は
地
球
シ

ス
テ
ム
を
支
え
る
重
要
な

要
素
だ
が
︑
温
暖
化
の
影
響

を
受
け
て
い
る
と
い
う
。

　
東
シ
ベ
リ
ア
は
広
大
な

永
久
凍
土
帯
だ
。
夏
に
は
表

層
か
ら
氷
が
融
け
る
が
︑
温
暖
化
に
伴

い
夏
に
融
け
る
深
度
が
少
し
ず
つ
深
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
影
響
で
︑

有
機
物
が
分
解
し
て
メ
タ
ン
や
二
酸
化

炭
素
の
放
出
量
が
増
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
一
方
で
︑
タ
イ
ガ
は
多
く
の

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
き
た
が
︑
近

年
︑
樹
木
の
成
長
は
悪
く
な
っ
て
き
た
。

樹
木
年
輪
の
炭
素
同
位
体
比
が
わ
ず
か

に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
タ
イ
ガ

の
環
境
が
乾
燥
し
て
き
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
︑
温
暖
化
の
影
響
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
東
シ
ベ
リ
ア
の
乾
燥
気
候
帯
の
タ
イ

ガ
で
は
︑
７
月
か
ら
８
月
は
通
常
は
乾

燥
し
た
時
期
を
迎
え
る
。
地
中
の
氷
の

融
解
で
補
給
さ
れ
る
水
分
で
木
は
枯
れ

ず
に
乾
燥
し
た
時
期
を
乗
り
切
る
。
と

こ
ろ
が
︑
最
近
の
異
常
気
象
で
大
雨
や

大
雪
が
連
続
し
︑
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し

て
い
る
は
ず
の
森
林
が
水
浸
し
に
な
っ

て
︑
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
起
き
て
い

る
。「
永
久
凍
土
の
水
の
循
環
シ
ス
テ

ム
と
生
態
系
に
対
す
る
大
き
な
影
響
で

す
ね
」
と
杉
本
教
授
は
語
る
。

　
二
酸
化
炭
素
を
多
く
排
出
し
て
い
る

の
は
人
間
社
会
だ
。
南
極
大
陸
と
は
異

な
り
︑
北
極
域
に
は
人
間
社
会
が
存
在
す

る
。
そ
こ
に
は
多
く
の
人
が
住
み
︑
様
々

な
問
題
が
あ
る
。
自
然
科
学
だ
け
で
は

な
く
︑
人
文
社
会
科
学
の
立
場
か
ら
も

北
極
域
の
研
究
を
進
め
る
た
め
︑
杉
本

教
授
は
人
文
社
会
系
の
人
々
と
接
点
を

も
っ
て
研
究
を
進
め
始
め
た
。「
自
然
科

学
系
︑
社
会
科
学
系
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
学
生
を
一
緒
に

し
て
︑
俯
瞰
的
に
両
方
の
視
点
で
進
め

ら
れ
る
人
材
育
成
が
重
要
な
任
務
で

す
」
と
教
育
に
も
情
熱
を
向
け
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
が
基
本
。

　
杉
本
教
授
は
学
生
時
代
か
ら
一
貫
し

て
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
に
重
き
を
置
い
て

い
る
。「
実
際
に
起
き
て
い
る
こ
と
を

そ
の
場
で
︑
見
て
感
じ
て
︑
直
感
的
に

分
か
る
こ
と
が
一
番
重
要
で
す
」
と

語
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
に
は
様
々
な

問
題
や
課
題
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
蚊

と
の
攻
防
戦
だ
。
北
極
域
は
ど
こ
で
も

夏
は
大
量
の
蚊
が
舞
っ
て
い
て
︑
蚊
の

大
群
の
中
で
サ
ン
プ
ル
採
取
や
食
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ー
プ
を
飲

む
と
き
に
は
︑
ス
プ
ー
ン
で
蚊
を
取
り

除
き
な
が
ら
飲
む
。
杉
本
教
授
は
蚊
の

混
入
速
度
を
上
回
る
速
さ
で
取
り
除
く

が
︑
蚊
を
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

と
言
う
。
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
に
は
剛
胆

さ
が
肝
要
だ
。

　
杉
本
教
授
の
下
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
に

行
き
た
い
と
い
う
学
生
が
集
う
。
彼
ら

は
サ
ン
プ
ル
採
取
に
重
要
な
戦
力
と
な

り
︑
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
の
担
い
手
で
あ

る
。
杉
本
教
授
は
︑
北
極
域
で
起
き
て

い
る
事
象
だ
け
で
は
な
く
︑
そ
こ
に
暮

ら
す
人
々
の
生
活
に
も
焦
点
を
あ
て
︑

存
在
す
る
課
題
に
向
か
う
重
要
性
を

学
生
に
伝
え
る
。「
地
球
を
知
り
た
い
」

と
語
る
杉
本
教
授
の
目
は
︑
北
極
域
の

活
動
を
と
お
し
て
︑
地
球
全
体
に
向
け

ら
れ
て
い
る
。

北海道内では、まだ登っていない
羊蹄山に登りたい、と思いを馳せ
ている。「行ったことがないところ
に行くのは大好きで、ワクワクしま
す」と杉本教授。フィールド魂は
日常にも表れている。

山 登りが 好 き！

「
生
物
地
球
科
学
」を

毎年、誕生日を学生がお祝いしてくれる。
杉本教授のお人柄が感じられる。

同
位
体
測
定
で
探
る

北
極
域
の
生
態
系
と

地
球
温
暖
化
。

細かく記載されているフィー
ルドノート。ページには泥の
跡がついている。

フィールド調査の
必須アイテム。
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宙
を
目
指
し
て
。

株式会社岩谷技研
代表取締役社長

｜工学部卒業｜

Keisuke Iwaya

岩 谷  圭介

1986年福島県出身。2012年北海道
大学工学部卒業。2011年実験１号
機初飛行。2012年日本初となる上
空30kmからの宇宙撮影成功。2014
年世界初となる初日の出上空30km
からの撮影成功。同年日本初デジ
タル一眼レフカメラでの宇宙撮影
成功。2016年岩谷技研設立。札幌
市 北海道産業局長賞他受賞多数。
著書『宇宙を撮りたい、風船で』

PROFILE
大
学
在
学
中
か
ら
風
船
を
使
っ
た
宇
宙
撮

影
に
取
り
組
み
、
日
本
で
そ
の
道
の
第
一

人
者
と
な
っ
た
岩
谷
圭
介
さ
ん
。
メ
デ
ィ

ア
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
岩

谷
さ
ん
に
、
宇
宙
撮
影
を
始
め
る
ま
で
の

歩
み
や
在
学
中
の
思
い
出
な
ど
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

―
い
つ
か
ら
宇
宙
に
憧
れ
を
抱
い
て
い
た

の
で
す
か
。

　
多
分
、
物
心
つ
く
前
か
ら
で
す
。
子
供

の
頃
、『
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』
と
い
う
絵

本
を
読
み
ま
し
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
も

そ
の
本
の
写
真
の
詳
細
ま
で
全
部
覚
え
て

い
る
ぐ
ら
い
大
好
き
で
し
た
。
ま
だ
知
ら

な
い
広
い
世
界
が
あ
る
こ
と
に
感
動
し
ま

し
た
し
、
強
い
憧
れ
を
抱
き
ま
し
た
。
自

分
が
宇
宙
に
行
く
よ
り
、
興
味
の
軸
足
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
、大
好
き
な
映
画
「
バ
ッ

ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」
に
登

場
す
る
「
博
士
（
ド
ク
）」
の
よ
う
に
自
分

自
身
で
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
様
々
な

こ
と
を
可
能
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

―
大
学
在
学
中
か
ら
ふ
う
せ
ん
宇
宙
撮
影

を
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
大
学
に
入
っ
て
か
ら
も
「
博
士
」
の
よ

う
に
な
る
た
め
に
、
発
明
に
挑
戦
し
ま
し

た
。ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
応
募
し
、

幸
運
に
も
受
賞
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
そ
れ
で
は
発
明
家
に
な
れ
ま
せ
ん
。
進

学
か
就
職
を
決
め
る
時
期
に
な
り
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
も
選
び
た
く
な
か
っ
た
の
で
、

計
画
的
に
留
年
し
て
５
年
生
に
な
り
ま
し

た（
笑
）。
５
年
生
の
夏
休
み
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
見
て
い
た
時
、
ア
メ
リ
カ
の
大

学
生
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
風
船
で
宇

宙
を
撮
影
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た

の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
と
て
も
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
宇
宙
を
撮
影
し

た
写
真
が
載
っ
て
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し

た
。

―
挑
戦
が
始
ま
る
わ
け
で
す
ね
。

　
何
も
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
で
き
た
ら

面
白
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
て
。
風
船
で

宇
宙
を
撮
影
す
る
の
は
、
自
分
が
好
き

な
「
宇
宙
」「
機
械
」「
物
を
作
る
こ
と
」

の
要
素
が
全
て
入
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

早
速
、
ふ
う
せ
ん
宇
宙
撮
影
に
挑
戦
し
始

め
ま
し
た
。
ま
ず
紙
の
上
で
検
証
し
、
安

全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
、
手
近
な
所
で
で

き
る
実
験
を
行
う
と
い
う
手
法
で
進
め
て

い
き
ま
し
た
。
何
度
も
実
験
を
繰
り
返

し
、
そ
の
年
の
10
月
に
実
際
に
風
船
を
飛

ば
し
ま
し
た
。
紐
を
つ
け
て
ヘ
リ
ウ
ム
を

入
れ
た
風
船
で
す
。
翌
年
、
大
学
を
卒
業

し
、
９
月
に
11
回
目
の
打
ち
上
げ
で
初
め

て
宇
宙
撮
影
が
で
き
ま
し
た
。
と
い
っ
て

も
、
そ
の
時
は
１
万
５
千
枚
ほ
ど
写
真
撮

影
し
た
中
で
、
ま
と
も
に
宇
宙
が
撮
れ
て

い
た
の
は
た
っ
た
１
枚
で
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
を

伝
え
た
い
。

―
ふ
う
せ
ん
宇
宙
撮
影
は
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
な
の
で
す
か
？

　
ヘ
リ
ウ
ム
を
入
れ
た
風
船
に
梱
包
し

た
カ
メ
ラ
を
つ
け
て
、
そ
れ
を
宇
宙
に
飛

ば
し
、
写
真
を
撮
影
し
ま
す
。
１
回
に

２
万
枚
ほ
ど
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
上

空
に
行
く
と
風
船
は
気
圧
差
で
大
き
く

膨
ら
み
、
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
て
割
れ
ま

す
。
落
下
す
る
途
中
で
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が

開
き
、
カ
メ
ラ
は
海
に
落
ち
ま
す
が
、
電

波
を
た
ど
っ
て
漁
船
で
回
収
に
行
く
の
で

す
。
上
空
の
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
70
度
程
度

で
す
の
で
、
そ
の
環
境
で
も
カ
メ
ラ
の

バ
ッ
テ
リ
ー
を
動
か
す
た
め
の
装
置
を
積

ん
で
い
て
、
梱
包
し
た
も
の
は
４
㎏
ほ
ど

で
す
。
そ
の
よ
う
な
重
た
い
物
が
落
ち
て

く
る
と
危
な
い
の
で
、
現
在
は
沖
合
に
落

と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

―
現
在
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

　
宇
宙
撮
影
の
打
ち
上
げ
は
、
チ
ー

ム
を
組
ん
で
年
に
２
回
ほ
ど
行
っ

て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
打
ち
上
げ
た
機
体
は
90
機
近

く
に
な
り
ま
す
が
、
機
体
は
こ
れ

か
ら
も
改
良
を
続
け
ま
す
。
写
真

も
か
な
り
撮
り
た
い
景
色
に
近
づ

い
て
き
ま
し
て
、
雲
間
か
ら
海
に

落
ち
た
雲
の
影
ま
で
撮
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
日
の
出
を
ぜ
ひ
ま
た
撮
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
機
材

選
び
か
ら
は
じ
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
科
学
館
で
子
ど
も
向
け
の
教
室
を
開
い

た
り
、
絵
本
の
執
筆
、
講
演
な
ど
の
仕
事

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
が
経
験
し
た

こ
と
を
社
会
に
還
元
し
て
い
き
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
気
持
ち
を
次
の
世
代
に
残
し
て

い
け
る
仕
事
を
し
た
い
で
す
ね
。
夢
を

広
げ
た
り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
企
画
は
ど

ん
ど
ん
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
大
学
時
代
は
、
や
り
た
い
こ
と
に
取
り

組
む
時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
、
チ
ャ
ン
ス

に
あ
ふ
れ
た
素
晴
ら
し
い
時
で
す
。
体
力

も
あ
る
の
で
多
少
の
無
理
も
き
き
ま
す

し
、
自
分
の
行
動
を
広
げ
る
と
、
力
や
知

恵
を
貸
し
て
く
れ
る
沢
山
の
人
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
挑
戦
を

す
る
に
は
最
高
の
時
に
、
将
来
の
目
標
を

小
さ
な
こ
と
か
ら
で
も
追
い
か
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
行
動
す
る
こ
と
で
沢
山
の
こ
と

を
学
べ
ま
す
。
挑
戦
し
た
結
果
が
ど
の
よ

う
に
な
ろ
う
と
も
、
そ
れ
は
将
来
に
わ

た
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
る
は

ず
で
す
。
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
仲
間

に
な
り
ま
し
ょ
う
！

ふうせん宇宙撮影による写真。
これほどまでに宇宙は美しい。

学生時代に描いた図面。
研究室は、CAMUIロケッ
トで注目を集めている宇宙
環境システム工学研究室。
卒業論文作成時点ではふ
うせん宇宙撮影を始めて
はおらず、民間の宇宙開発
をテーマに論文を書いた。

講演で使用するレゴの地球儀。子供
たちに直観的に宇宙を感じてもらう
ため、自ら設計し製作した。

「挑戦するためのきっ
かけになったら、とい
う想いで宇宙撮影の
方法は公開している
のです」。

そ 

ら
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「アジア最後のフロンティア」の更なる発展に向かって。

1

3

4

2

M y a n m a rFr o m

ポー・カウン氏（1995年、北海道大学

で理学博士号を取得。専門は物理）

北大のアンバサダーに選ばれた

ことは名誉なことです。ヤン

ゴン大学は私の第１の母校ですが、

北大は第２の母校だからです。在学

中の４年間は、友人とポプラ並木を

歩いたり、小川の近くの芝生に座っ

て読書したりしました。また、深夜ま

で研究に没頭したり、TAとして講

義の補助もしました。研究成果への

プレッシャーもありましたが、満足す

る結果を得ることができました。社

会に貢献しうる学識や見聞を深めた

ことが北大で学んだ最も重要なこと

です。

　私は現在、東南アジア有数の教育

機関、ヤンゴン大学で学長を務めて

います。そのキャンパスは建築的にも

貴重で、「独特な植物・動物のマイク

ロコズム（小宇宙）」として国内外の

注目を集めています。約50年にわた

る事実上の鎖国で疲弊したヤンゴン

大学ですが、卒業生や大学首脳をは

じめ、国が一丸となって大学を活性

化させ、過去の栄光を取り戻すため

の取り組みを行っています。　

　既に、本学は北大宇宙ミッション

センターのアジア・マイクロサテライ

ト・コンソーシアムに参加するなど、

北大と共同研究を行っています。ヤ

ンゴン大学の教員が北大のシンポジ

ウムに参加するなど、２校間の交流

も始まっています。このように両校の

関係を深化させ、その成果を市民や

国に発信することによって、北海道

大学アンバサダーとしての我々の取り

組みが評価されていくでしょう。

キョー・ナイ氏（1995年、北海道大学

で理学博士号を取得。専門は化学）

北大は学者としての私の第２

の故郷です。北大のアンバ

サダーに選ばれたことは大変名誉な

ことです。北大では、留学生センター

（現在の国際教育研究センター）で

の集中語学研修も含め、４年間過ご

しました。語学研修では、日本の習

慣や伝統についても学びました。北

大で得た経験や知識をミャンマーの

大学の発展に活かしていきます。

　最近、「ミャンマー北大同窓生ネッ

トワーク」の構築を目指し、ミャン

マー在住の北大同窓生の名簿作り

に着手しました。この名簿をもとに、

全同窓生に会合の案内を出す予定

です。会合では、北大に関するパン

フレットの作成準備をするなど、どの

ように北大の認知度をミャンマーで

高めていくかを検討したいと考えて

います。学生や教員向けに北大につ

いての簡単な講義をヤンゴン放送

大学で行うことを計画しており、北

大留学への関心を高めたいと思いま

す。また、ヤンゴン大学のポー学長と

一緒に、市内の大学の学生や教員向

けの大規模なイベントを開催するこ

とも計画しています。

　一方、研究などでミャンマーを訪

れる北大の研究者や学生への支援

や交流も計画しています。北大の学

生には、現地の大学生と対話する

機会の提供を、また、北大の研究者

にはミャンマーの研究者との各研究

分野に関するセミナーやグループ討

論の開催を検討しています。

１.	ヤンゴン放送大学正門

２.	キョー・ナイ氏（右）と
	 理学研究院の高橋正行准教授

３.	ヤンゴン大学構内のポー・カウン氏

４.	北大留学時代の写真より

アンバサダー委嘱式での
集合写真

アンバサダー・パートナー通信

建設ラッシュが続き、目覚ましい発展を遂げるミャンマーの旧首都ヤンゴン。北海道大学アンバサダーとして
ヤンゴン大学学長のポー・カウン氏とヤンゴン放送大学副学長のキョー・ナイ氏が活躍されています。
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1886-1894
「教授陣の形成」

1 8 8 6 - 1 8 9 4

Hokkaido University

H I S T O R Y

1886年	 １月 -		北海道庁設置、札幌農学校を所管
	 ８月 -		佐藤昌介帰国
　　　	 11月 -		佐藤昌介が「札幌農学校ノ組織
	 	 	改正ノ意見」を北海道庁長官に
	 	 	提出
　　　	 12月 -		佐藤昌介が札幌農学校教授に就任

1888年	 	佐藤昌介が「北海道殖民地ニ
	 	 	農学校ヲ必要トスルノ意見」を
	 	 	文部大臣に提出　　　	

1889年	 ９月 -		廣井勇、宮部金吾、南鷹次郎、
	 	 	吉井豊造らが教授に就任

1891年	 ３月 -		新渡戸稲造が教授に就任
　　　	 ８月 -		佐藤昌介が校長心得に就任
　　　	 10月 -		カリキュラムを大幅に改正

1893年	 11月 -		最後の外国人教師A.A.ブリガム
	 	 	が離任

1894年	 ４月 -		佐藤昌介が校長に就任

大学文書館 だいがくぶんしょかん
Hokkaido University Archives

北海道大学に関する歴史的な資料を収集・整理・
保存して利用に供するとともに、北海道大学史に
関する調査・研究を行っている。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
学
生
の
負
担
が

大
き
い
点
に
あ
る
」
と
主
張
し
、
学
校
組
織
の

改
革
を
提
案
し
た
。
以
降
、
北
海
道
庁
は
佐
藤

の
提
案
に
基
づ
い
た
改
革
を
進
め
た
。

　
同
年
十
二
月
に
、
佐
藤
は
札
幌
農
学
校
唯
一

の
教
授
に
就
任
し
、
翌
一
八
八
七
年
に
は
幹
事

を
兼
務
し
た
。
同
時
に
教
頭
心
得
で
あ
っ
た
Ｗ
・

Ｐ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
が
そ
の
任
を
解
か
れ
た
。
佐

藤
が
外
国
人
教
師
に
代
わ
り
教
務
責
任
を
担
う

体
制
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
九
一
年
に
は

北
海
道
庁
役
人
の
校
長
が
辞
任
し
て
佐
藤
が
校

長
心
得
に
就
任
し
、
一
八
九
三
年
に
最
後
の
外

国
人
教
師
Ａ
・
Ａ
・
ブ
リ
ガ
ム
が
離
任
す
る
と

翌
一
八
九
四
年
に
佐
藤
が
正
式
に
校
長
と
な
っ

た
。
こ
こ
に
学
校
の
全
般
に
わ
た
っ
て
佐
藤
が

牽
引
す
る
体
制
が
確
立
し
た
。

　卒
業
生
を
中
心
と
し
た
教
授
陣
の
形
成

　
こ
の
間
、
教
育
体
制
に
お
い
て
は
、
外
国
人

教
師
が
主
要
科
目
を
担
当
す
る
体
制
か
ら
、
第

一
、二
期
生
を
は
じ
め
と
す
る
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
、
専
門
分
化
し
た
専
攻
分
野
を
持
っ
た
教

授
陣
の
形
成
へ
と
移
行
し
た
。
一
八
九
四
年
の

札
幌
農
学
校
の
教
授
陣
は
表
の
通
り
で
あ
る
。

【
表
】
札
幌
農
学
校
の
教
授
陣
（
一
八
九
四
年
）

教
　
授

		

主
な
担
当

		

講
義

校
務
・
役
職

出
　
身

佐
藤
昌
介

農
業
経
済
学

校
長

第
一
期
生

廣

井

勇

土
木
工
学

第
二
期
生

宮
部
金
吾

植
物
学

植
物
園
主
任

第
二
期
生

新
渡
戸
稲
造

農
政
学
、

農
業
史

書
籍
館
（
図

書
館
）
主
任

第
二
期
生

南
鷹
次
郎

農
学
、

園
芸
学

農
園（
農
場
）

主
任

第
二
期
生

吉
井
豊
造

農
芸
化
学

駒
場
農
学
校

幌
農
学
校
は
、
卒
業
生
を
留
学
さ
せ
た
後
、
教

授
陣
に
編
成
し
て
い
っ
た
。
第
八
期
生
橋
本
左

五
郎
（
畜
産
学
）、第
十
一
期
生
大
島
金
太
郎
（
農

芸
化
学
）、
第
十
三
期
生
松
村
松
年
（
昆
虫
学
）、

高
岡
熊
雄
（
農
政
学
）
な
ど
で
あ
る
。

次
の
時
代
へ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

　
こ
れ
ま
で
外
国
人
教
師
か
ら
英
語
で
学
ん

で
い
た
西
洋
最
先
端
の
学
問
・
技
術
を
、
留

学
な
ど
を
経
て
教
授
に
就
任
し
た
卒
業
生
が

日
本
語
で
講
義
す
る
体
制
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
札
幌
農
学
校
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と

い
え
る
。
教
授
陣
の
専
門
化
し
た
専
攻
分
野
は
、

一
九
〇
七
年
の
帝
国
大
学
昇
格
の
際
、
学
科
・

講
座
構
成
の
基
軸
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
佐
藤
・

宮
部
・
南
が
教
授
陣
の
中
心
と
な
る
体
制
は
、

一
九
三
〇
年
代
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

初
期
札
幌
農
学
校
の
教
育
体
制

　
一
八
七
六
年
の
開
校
以
来
、
札
幌
農
学
校
に

は
常
に
数
名
の
外
国
人
教
師
が
在
籍
し
、
英
語

で
農
学
・
工
学
・
化
学
・
数
学
と
い
っ
た
主
要
科

目
の
講
義
を
し
た
。
一
八
九
三
年
ま
で
の
十
七

年
間
に
初
代
教
頭
Ｗ
・
Ｓ
・
ク
ラ
ー
ク
は
じ
め

計
十
名
の
外
国
人
教
師
が
教
壇
に
立
っ
た
。
西

洋
の
最
先
端
の
科
学
を
学
ば
せ
、
最
先
端
の
技

術
を
習
得
さ
せ
て
、
北
海
道
「
開
拓
」
事
業
に

資
す
る
人
材
を
養
成
す
る
と
い
う
の
が
札
幌
農

学
校
の
目
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
初
期
の

札
幌
農
学
校
で
は
学
校
を
管
轄
す
る
開
拓
使
・

農
商
務
省
・
北
海
道
庁
の
役
人
が
校
長
を
務
め
、

筆
頭
格
の
外
国
人
教
師
が
教
頭
ま
た
は
教
頭
心

得
と
し
て
教
務
の
責
任
者
と
な
る
体
制
を
と
っ

て
い
た
。
そ
の
体
制
が
大
き
く
変
化
す
る
の
は

一
八
八
六
年
か
ら
で
あ
る
。

「
エ
ー
ス
」
佐
藤
昌
介
の
校
長
就
任

　
一
八
八
六
年
、
札
幌
農
学
校
の
所
管
が
農
商

務
省
か
ら
新
設
の
北
海
道
庁
に
移
っ
た
。
折
し

も
中
央
政
府
に
お
い
て
、
札
幌
農
学
校
の
教
育

は
費
用
ば
か
り
が
嵩
み
、
高
尚
に
過
ぎ
て
、
北

海
道
「
開
拓
」
の
実
際
に
即
し
て
い
な
い
、
と

の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
札
幌
農

学
校
の
危
機
に
、
第
一
期
生
の
リ
ー
ダ
ー
格
で

あ
っ
た
佐
藤
昌
介
が
、
留
学
先
の
ア
メ
リ
カ
か

ら
呼
び
戻
さ
れ
た
。
佐
藤
は
北
海
道
庁
長
官
に

「
札
幌
農
学
校
ノ
組
織
改
正
ノ
意
見
」
を
提
出

し
、
札
幌
農
学
校
批
判
へ
の
反
論
を
展
開
し
た
。

佐
藤
は
「
札
幌
農
学
校
の
教
育
内
容
の
問
題
は
、

そ
の
高
尚
さ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
内
容
が
広

範
に
及
び
、
し
か
も
英
語
に
よ
る
講
義
に
対
応

　
第
一
期
生
の
佐
藤
を
筆
頭
に
、
第
二
期
生
廣

井
勇
、
宮
部
金
吾
、
新
渡
戸
稲
造
、
南
鷹
次
郎

ら
が
教
授
陣
を
形
成
し
、
校
務
に
お
い
て
も

重
責
を
担
っ
た
。
外
国
人
教
師
か
ら
日
本
人
教

授
陣
へ
の
移
行
に
は
、
札
幌
農
学
校
の
最
大

の
懸
案
で
あ
っ
た
経
費
削
減
と
い
う
意
味
合
い

も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
農
学
を
教
授
し
た
Ａ
・

Ａ
・
ブ
リ
ガ
ム
の
年
俸
は
三
三
〇
〇
円
で
あ
っ

た
が
、
同
じ
く
農
学
を
担
当
す
る
南
鷹
次
郎
の

一
八
九
五
年
の
年
俸
は
九
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

一
人
当
た
り
の
人
件
費
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り

多
く
の
教
授
陣
を
配
置
で
き
、
し
か
も
教
授
各

人
が
よ
り
専
門
分
化
し
た
農
学
関
係
講
義
を
担

当
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
同
時
に
学
生

が
日
本
語
で
講
義
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

英
語
講
義
を
理
解
す
る
た
め
に
要
す
る
時
間
を
、

専
門
分
化
し
た
講
義
内
容
の
習
得
の
た
め
に
振

り
向
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
以
降
も
札

「論者アリ農学校ノ課程ヲ　　　評シテ高尚ナリトセリ雖然農学校課程ニシテ
　　　　　 　　其不完全　　　ナルモノハ高尚ナルニ非スシテ多端ナルニ依ル」
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 1.	 札幌農学校教授陣と第11期生（1893年 植物園蔵）　
	 前列左から吉井豊造、南鷹次郎、宮部金吾、佐藤昌介、
	 A.A.ブリガム、新渡戸稲造 

 2.	 佐藤昌介「札幌農学校ノ組織改正ノ意見」（1886年 大学文書館蔵）

 3.	 札幌農学校長佐藤昌介（1900年頃 大学文書館蔵）

 4.	 第14期生平塚直治が記録した
	 南鷹次郎講義「普通作物論」のノート（1894-95年 大学文書館蔵）

 5.	 第8期卒業生橋本左五郎ドイツ留学の手続き文書（1895年 大学文書館蔵）

 6.	 札幌農学校校舎（1900年頃 大学文書館蔵）

 7.	 最後の外国人教師A.A.ブリガム解職手続き文書（1893年 大学文書館蔵）

 8.	 ドイツ留学中の卒業生（1901年 大学文書館蔵）　
	 後列左から大島金太郎、松村松年、高岡熊雄

 9.	 シカゴ出張中の南鷹次郎（1893年 大学文書館蔵）

10.	 佐藤昌介の講義ノート「農業経済学講義」（1888年 大学文書館蔵） 10



　

2
0
1
3
年
に
始
ま
っ
た
学
部
横
断

型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ

が
、
本
年
３
月
、
最
初
の
修
了
生
を
輩

出
し
ま
し
た
。
修
了
生
は
男
性
８
名
、

女
性
７
名
の
計
15
名
で
す
。

　

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
修
了
に
は
、
留
学

を
含
め
、
15
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
修
了
し
た
15
名
は
、カ
レ
ッ

ジ
入
校
直
後
か
ら
入
念
な
履
修
計
画
、

留
学
計
画
を
た
て
て
実
行
し
、
カ
レ
ッ

ジ
を
修
了
す
る
意
欲
を
持
ち
続
け
、
努

力
を
惜
し
ま
ず
に
自
己
研
鑽
を
続
け
ま

し
た
。「
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
活
動
を
通

し
て
、
現
実
の
問
題
に
対
し
て
多
様
な

観
点
か
ら
物
事
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。」
と
語
る
修
了
生
も
み
ら

れ
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
が
目
標
と
す
る

こ
と
の
一
つ
で
あ
る
問
題
解
決
力
が
備

わ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
は
、
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
国
際
経
験
豊
か
な
本
学
の
同

窓
生
が
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
参
画
し
て
い

る
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。フ
ェ
ロ
ー

は
、
対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ
ロ
ー
ゼ

ミ
等
で
、
受
け
身
で
あ
っ
た
学
生
の
態

度
が
自
発
的
に
行
動
し
、
課
題
に
対
し

て
真
剣
に
取
り
組
み
、
自
ら
の
成
長
に

つ
な
げ
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
変
わ
っ
た

と
、
成
長
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
フ
ェ
ロ
ー
自
身
も
自
ら
を

高
め
る
た
め
の
努
力
が
一
層
必
要
だ
と

気
を
引
き
締
め
る
方
も
い
ま
す
。

　

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
に
入
校
す
る
学
生

は
、
当
初
、
留
学
動
機
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
力
に
つ
い
て
明
確
な
動
機
づ
け

が
で
き
て
い
な
い
様
子
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ

は
2
0
1
7
年
度
か
ら
、
学
生
が
意

思
形
成
を
し
て
い
く
う
え
で
早
期
に

身
に
つ
け
る
べ
き
ス
キ
ル
を
1
年
間
で

集
中
的
に
学
ぶ
基
礎
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、

2
0
1
8
年
度
か
ら
、
基
礎
プ
ロ
グ
ラ

ム
終
了
か
ら
卒
業
ま
で
の
間
に
自
己
省

察
し
、
ス
キ
ル
や
マ
イ
ン
ド
を
強
化
す

る
オ
ナ
ー
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る

予
定
で
す
。

新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ

最
初
の
修
了
生
を
輩
出
。

お
し
ょ
ろ
丸
Ⅴ
世
で

北
極
海
を
測
る
。

トピックス
動 き 続 け る 北 大 の 最 新 情 報

　

お
し
ょ
ろ
丸
Ⅴ
世
は
2
0
1
4
年
７

月
に
竣
工
し
、
本
学
の
水
産
学
部
附
属

練
習
船
と
し
て
乗
船
実
習
・
洋
上
実
習

や
全
学
教
育
科
目
で
の
演
習
、
ま
た
、

全
国
の
大
学
の
共
同
利
用
実
習
を
行
っ

て
お
り
、
海
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
学
び
考

え
る
「
洋
上
の
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
称
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
し
ょ
ろ
丸
Ⅴ
世
は
ま

た
、海
外
の
大
学
か
ら
漁
業
・
海
洋
実
習
、

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
乗
船
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
国
内
外
の
学
生
が
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
養
う
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
北
極
海
の
海
氷
は
大
幅
に
減

少
し
て
お
り
、
そ
の
影
響
に
よ
り
地
球

の
生
態
系
が
劇
的
に
変
化
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
度

に
亜
寒
帯
海
域
で
1
ヶ
月
の
長
期
海
洋

観
測
を
実
施
し
た
お
し
ょ
ろ
丸
Ⅴ
世
は
、

2
0
1
7
年
度
に
ベ
ー
リ
ン
グ
海
か
ら

北
極
海
入
口
ま
で
、
2
0
1
8
年
夏
に

は
北
極
海
を
観
測
す
る
予
定
で
す
。
世

界
で
も
稀
な
耐
氷
構
造
の
ト
ロ
ー
ル
船

と
し
て
の
特
色
を
も
つ
お
し
ょ
ろ
丸
Ⅴ

世
は
、
北
極
海
に
関
わ
る
研
究
で
、
海

洋
変
動
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
生
態
系
へ

の
影
響
を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。お
し
ょ

ろ
丸
Ⅴ
世
の
調
査
に
よ
り
詳
細
な
デ
ー

タ
を
得
る
こ
と
で
、
多
く
の
成
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
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鈴木明子フェロー（右）と
修了生。

フェローとカレッジ生のグループ
ミーティングの様子。

航走するおしょろ丸Ⅴ世。
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立
春
が
過
ぎ
、
ま
だ
風
が
冷
た
く
は

あ
り
ま
す
が
、
日
差
し
に
力
強
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
春
を
今
や

遅
し
と
待
ち
望
む
気
持
ち
は
、
北
国
に

住
む
人
達
の
特
権
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
か
。

　
３
月
８
日
、
本
学
の
一
般
入
試
前
期

日
程
の
合
格
者
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
等
教
育
推
進
機
構
の
前
に
は
、

体
育
会
系
サ
ー
ク
ル
団
体
か
ら
胴
上
げ

の
祝
福
を
受
け
た
合
格
者
が
次
々
に
空

に
舞
っ
て
い
ま
し
た
。
総
合
入
試
理
系

の
物
理
重
点
選
抜
群
を
志
願
し
た
椿
　

康
平
さ
ん
は
、﹁
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

興
味
が
あ
り
、
人
工
知
能
の
研
究
を
し

た
い
﹂
と
勉
学
に
意
欲
を
み
せ
、
同
じ

く
生
物
重
点
選
抜
群
を
志
願
し
た
加
藤

大
貴
さ
ん
は
、﹁
道
外
の
友
人
を
沢
山

つ
く
り
た
い
﹂
と
大
学
生
活
を
描
い
て

い
ま
し
た
。
北
大
の
入
口
と
な
っ
た
そ

の
日
、
そ
こ
に
は
笑
顔
の
花
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　
間
も
な
く
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
桜
が
咲

き
、
若
葉
の
緑
が
眩
し
い
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。
春
が
く
る
。
そ
の
こ
と
が
、

こ
ん
な
に
も
嬉
し
い
。

希
望
が
咲
く
、
は
じ
ま
り
の
春
。

撮
影
／
山
本 

顕
史

e

bd

c

a 

・ 

古
河
講
堂

b 

・ 

総
合
博
物
館

c 

・ 

教
育
学
部

d 

・ 

サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川

e 

・ 

薬
学
部
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